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(57)【要約】
【課題】送電鉄塔等における鋼管径や継手フランジ部径
の大小に関わらず、カバー本体を継手フランジ部に容易
に設置することができ、また、カバー本体の表面に対し
着雪防止のための難着雪性を付与することで、堆積雪の
落雪による公衆災害等の更なる低減を可能にした、鋼管
構造物におけるフランジ部の着雪防止カバーを提供する
。
【解決手段】本発明に係る鋼管構造物におけるフランジ
部の着雪防止カバーは、複数の分割カバー片を鋼管構造
物におけるフランジ部の近傍に宛がって、フランジ部の
近傍に略円錐台形状の着雪防止面部を形成すると共に、
着雪防止面部の下端から内側に向けて折曲して、フラン
ジ部に当接する縁部を形成するカバー本体を備えている
。また、分割カバー片は、円弧板状の起立上縁部と、起
立上縁部から略扇形状に拡がった円弧傾斜面部と、円弧
傾斜面部の下端から内側に向けて折曲して、フランジ部
に当接する略台形状の下縁部と、から成る。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の分割カバー片を鋼管構造物におけるフランジ部の近傍に宛がって、フランジ部の
近傍に略円錐台形状の着雪防止面部を形成すると共に、着雪防止面部の下端から内側に向
けて折曲して、フランジ部に当接する縁部を形成するカバー本体を備えていることを特徴
とする、鋼管構造物におけるフランジ部の着雪防止カバー。
【請求項２】
　分割カバー片は、円弧板状の起立上縁部と、起立上縁部から略扇形状に拡がった円弧傾
斜面部と、円弧傾斜面部の下端から内側に向けて折曲して、フランジ部に当接する略台形
状の下縁部と、から成る請求項１に記載の送電鉄塔フランジ部の着雪防止カバー。
【請求項３】
　カバー本体を構成する各分割カバー片の一側端には、重ね合わせ用の段差面部が形成さ
れ、当該段差面部に、隣接する分割カバー片の他側端が任意のスライド位置で重なるよう
にした請求項１または２に記載の鋼管構造物におけるフランジ部の着雪防止カバー。
【請求項４】
　カバー本体を構成する各分割カバー片は、ポリカＡＢＳ・ポリカーボネートのいずれか
によるプラスチック製の樹脂素材によって形成されている請求項１乃至３のいずれかに記
載の鋼管構造物におけるフランジ部の着雪防止カバー。
【請求項５】
　カバー本体を構成する各分割カバー片の表面には、超撥水性布、撥水性塗料、フッ素樹
脂テープのいずれかによる超撥水性材料が付設されている請求項１乃至４のいずれかに記
載の鋼管構造物におけるフランジ部の着雪防止カバー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、架空送電線の鉄塔等の鋼管構造物において、複数のボルトを介して接続され
ている継手フランジ部に、降雪によって着雪してしまう事態の発生を防止するための、鋼
管構造物におけるフランジ部の着雪防止カバーに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、架空送電線の鉄塔等の鋼管構造物において、付着力の大きい継手フランジ部への
着雪は、容易には脱落しないことから、積雪量が徐々に進行して最終的には氷結してしま
い、その除去作業が困難となる虞があった。
【０００３】
　このため、従来においては、送電鉄塔等における継手フランジ部の落雪対策として、例
えば、エキスパンドメタル、ポリエステル、ステンレス等を活用した種々のフランジカバ
ーなるものが開発されている。
【０００４】
　このうち、エキスパンドメタルを活用したフランジカバーとしては、例えば、特許文献
１に開示されているように、鋼管塔状物におけるフランジカバーなる技術が存在する。
【０００５】
　このフランジカバーは、図１４に示すように、円錐台形状の金網体１００から成り、該
金網体１００の下端部には、継手フランジ部Ｆの外周に巻回されて締結固定される下部バ
ンド１０１を有し、上端部には、上部鋼管Ｐ２の外周に巻回されて締結固定される上部バ
ンド１０２を有している。
【０００６】
　このフランジカバーの使用に際しては、図１５に示すように、金網体１００を、継手フ
ランジ部Ｆから上部鋼管Ｐ２にかけて巻回し、継手フランジ部Ｆの外周に巻回されている
下部バンド１０１、および上部鋼管Ｐ２の外周に巻回されている上部バンド１０２それぞ
れを、両バンド自体に備えた緊締具１０３によって固定すると同時に、金網体１００の巻
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先端部分を、フック１０４を介して金網体１００周面の網目部分に係止するものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】実開昭５９－１９０８３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、従来においては、エキスパンドメタル、ポリエステル、ステンレス等を
活用した種々のフランジカバーは、一体構造のカバー品であることから、例えば、作業員
の両手を伸ばした間隔よりも鋼管径が大きい場合では、一人の作業員の手でフランジカバ
ーを継手フランジ部に巻き付けることが非常に困難なものとなっていた。
【０００９】
　しかも、鋼管径や継手フランジ部径の大小によって、異なる径サイズのフランジカバー
を個別に用意になければならず、非常に手間の要する作業となっていた。
【００１０】
　また、特許文献１による技術の場合、降雪時において、ネット状に形成された金属製の
カバー本体に付着した雪の一部が、カバー本体の網格子を通過して内部の継ぎ手フランジ
部上に落下するため、最終的には継ぎ手フランジ部上で氷結してしまい、その除去作業が
困難となる。
【００１１】
　そこで、本発明は如上のような従来存した諸事情に鑑み創出されたもので、送電鉄塔等
における鋼管径や継手フランジ部径の大小に関わらず、カバー本体を継手フランジ部に容
易に設置することができ、また、カバー本体の表面に対し着雪防止のための難着雪性を付
与することで、堆積雪の落雪による公衆災害等の更なる低減を可能にした、鋼管構造物に
おけるフランジ部の着雪防止カバーを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明に係る鋼管構造物におけるフランジ部の着雪防止カバーは、複数の分割カバー片
を鋼管構造物におけるフランジ部の近傍に宛がって、フランジ部の近傍に略円錐台形状の
着雪防止面部を形成すると共に、着雪防止面部の下端から内側に向けて折曲して、フラン
ジ部に当接する縁部を形成するカバー本体を備えていることで、上述した課題を解決した
。
【００１３】
　また、分割カバー片は、円弧板状の起立上縁部と、起立上縁部から略扇形状に拡がった
円弧傾斜面部と、円弧傾斜面部の下端から内側に向けて折曲して、フランジ部に当接する
略台形状の下縁部と、から成ることで、同じく上述した課題を解決した。
【００１４】
　さらに、カバー本体を構成する各分割カバー片の一側端には、重ね合わせ用の段差面部
が形成され、当該段差面部に、隣接する分割カバー片の他側端が任意のスライド位置で重
なるようにしたことで、同じく上述した課題を解決した。
【００１５】
　また、カバー本体を構成する各分割カバー片は、ポリカＡＢＳ・ポリカーボネートのい
ずれかによるプラスチック製の樹脂素材によって形成されていることで、同じく上述した
課題を解決した。
【００１６】
　加えて、カバー本体を構成する各分割カバー片の表面には、超撥水性布、撥水性塗料、
フッ素樹脂テープのいずれかによる超撥水性材料が付設されていることで、同じく上述し
た課題を解決した。
【発明の効果】
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【００１７】
　本発明に係る鋼管構造物におけるフランジ部の着雪防止カバーによれば、送電鉄塔等に
おける鋼管径や継手フランジ部径の大小に関わらず、カバー本体を継手フランジ部に容易
に設置することができ、また、カバー本体の表面に対し着雪防止のための難着雪性を付与
することで、堆積雪の落雪による公衆災害等の更なる低減を可能にする。
【００１８】
　すなわち、複数の分割カバー片を鋼管構造物におけるフランジ部の近傍に宛がって、フ
ランジ部の近傍に略円錐台形状の着雪防止面部を形成すると共に、着雪防止面部の下端か
ら内側に向けて折曲して、フランジ部に当接する縁部を形成するカバー本体を備えている
ことから、このカバー本体の着雪防止面部により、鋼管構造物におけるフランジ部に雪が
付着して堆積してしまう事態の発生を阻止することができる。
【００１９】
　また、カバー本体は、フランジ部に当接する縁部を形成しているため、複数の分割カバ
ー片から成るカバー本体のフランジ部への取り付け状態を堅牢に維持することができる。
【００２０】
　さらに、カバー本体は、複数の分割カバー片から成ることから、カバー本体を送電鉄塔
等におけるフランジ部に容易に設置することができる。
【００２１】
　また、分割カバー片は、円弧板状の起立上縁部と、起立上縁部から略扇形状に拡がった
円弧傾斜面部と、円弧傾斜面部の下端から内側に向けて折曲して、フランジ部に当接する
略台形状の下縁部と、から成ることから、送電鉄塔等における鋼管径や継手フランジ部径
の大小に拘わらず、複数の分割カバー片を隣接するように配置して、鋼管径や継手フラン
ジ部の周囲に略円錐台形状の着雪防止面部を容易に形成することができる。
【００２２】
　さらに、個々の分割カバー片を、比較的に容易に製作することができる。
【００２３】
　また、カバー本体を構成する各分割カバー片の一側端には、重ね合わせ用の段差面部が
形成され、当該段差面部に、隣接する分割カバー片の他側端が任意のスライド位置で重な
るようにしたので、送電鉄塔等における鋼管径や継手フランジ部径の大小に関わらず、カ
バー本体を継手フランジ部に容易に設置することができる。
【００２４】
　例えば、鋼管径や継手フランジ部径が大きい場合には、一方の分割カバー片の段差面部
に、隣接する分割カバー片の他側端を重ねた際に、当該隣接する分割カバー片の他側端を
段差面部上で外側方向にスライドさせることで、前記鋼管径や継手フランジ部径に対応す
ることができるのである。
【００２５】
　従って、鋼管径や継手フランジ部径が、その都度異なる場合であってもこれに容易に対
応して、共用性のある着雪防止カバーを提供することができる。
【００２６】
　加えて、カバー本体を構成する各分割カバー片は、ポリカＡＢＳ・ポリカーボネートの
いずれかによるプラスチック製の樹脂素材によって形成されているので、生産性に富み、
また、耐候性・軽量性に加えて、優れた機械的特性のある着雪防止カバーを容易に提供す
ることができる。
【００２７】
　また、カバー本体を構成する各分割カバー片の表面には、超撥水性布、撥水性塗料、フ
ッ素樹脂テープのいずれかによる超撥水性材料が付設されているので、カバー本体の表面
に対し、着雪防止のための難着雪性を付与している。
【００２８】
　特に、超撥水性布の場合は、水滴の接触角が撥水性塗料やフッ素樹脂テープよりも大き
い（最大の撥水性）ことから、カバー本体に対する難着雪性能を十分に発揮させることが
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できる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】カバー本体を構成する分割カバー片の正面図である。
【図２】カバー本体を構成する分割カバー片の背面図である。
【図３】カバー本体を構成する分割カバー片の側面図である。
【図４】図２の、Ｘ－Ｘ断面図である。
【図５】カバー本体を構成する分割カバー片を、斜め背後から見た状態の斜視図である。
【図６】カバー本体を構成する分割カバー片の平面図である。
【図７】カバー本体を構成する分割カバー片の底面図である。
【図８】カバー本体を構成する分割カバー片の使用状態を示し、（ａ）は継手フランジ部
へ１つの分割カバー片を装着する前の状態の斜視図、（ｂ）は継手フランジ部へ１つの分
割カバー片を装着した後の斜視図である。
【図９】継手フランジ部の相対向する位置に、分割カバー片を装着した状態の斜視図であ
る。
【図１０】継手フランジ部の周囲に、各分割カバー片を、段差面部を介して互いに重なる
ようにして装着した状態の斜視図である。
【図１１】継手フランジ部の周囲に、全ての分割カバー片を装着した状態の斜視図である
。
【図１２】接触角度の定義についての説明図である。
【図１３】着雪防止面部について、略３０°の傾斜角度、略４５°の傾斜角度、略６０°
の傾斜角度のそれぞれについて、着雪防止の効果を実験した評価結果の説明図である。
【図１４】従来例におけるネット状のエキスパンドメタルの構成を示す斜視図である。
【図１５】従来例におけるネット状のエキスパンドメタルを、継手フランジ部の周囲に取
り付けた状態の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　以下に、図面を参照して、本発明を実施するための形態を詳細に説明する。
【００３１】
　本発明に係る鋼管構造物におけるフランジ部の着雪防止カバーを構成するカバー本体１
は、鋼管構造物の全般におけるフランジ部に設置されるものである。この鋼管構造物のフ
ランジ部としては、フランジ部が略水平に配置されているものや、フランジ部が傾斜して
いたり、略垂直に配置されているもの等を全て含むものである。
【００３２】
　尚、説明の便宜上、例えば、図１１に示すような、送電鉄塔等の下部鋼管Ｐ１と上部鋼
管Ｐ２とを繋ぐ各開口端部に形成されている円形状の継手フランジ部Ｆにおいて、その継
手フランジ部Ｆの上面から上部鋼管Ｐ２にかけて配設されるカバー本体１を一例として、
以下の説明を行う。
【００３３】
　このような送電鉄塔等の各継手フランジ部Ｆには、図８・図９に示すように、円周に沿
って略等間隔毎に、ボルト挿通孔が形成されている。
【００３４】
　そして、ボルト挿通孔同士を合致させてから、下方側より各ボルト挿通孔にボルトＶが
貫挿され、上方に突出したボルトＶ先端にナットＮをねじ込んで締め付けることで、下部
鋼管Ｐ１と上部鋼管Ｐ２とが一体となっている。
【００３５】
　カバー本体１は、図１０・図１１に示すように、上部鋼管Ｐ２に当接する短尺筒状の上
縁部２と、該上縁部２から下方に向けて、傾斜状に拡がった略円錐台形状の着雪防止面部
３を備えている。
【００３６】
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　また、着雪防止面部３の下端は、内側に向けて折曲され、継手フランジ部Ｆの上面（後
述するボルトの先端部を含む）に載せられる、略ドーナッツ状の下縁部４となっている。
【００３７】
　そして、着雪防止面部３は、全体が複数の分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１ｈ）の円弧
傾斜面部３ａにより形成されているが、図４に示すように、個々の分割カバー片（１ａ，
１ｂ，～１ｈ）の円弧傾斜面部３ａが、側方に延設している水平の板材である下縁部４に
対して、略６０°の角度を有していることから、着雪防止面部３の全体も、略６０°の傾
斜角度を保持するものとなる。
【００３８】
　この着雪防止面部３の角度については、図１３に示すように、例えば、略３０°、略４
５°、略６０°の傾斜角度のそれぞれについて実験を行い、略６０°の傾斜角度のものが
最も着雪防止の効果を発揮することを確認している。
【００３９】
　また、下縁部４は、着雪防止面部３下端の周縁から内側に向けて窪ませた環状段差部４
ａを介して形成されており、前記上縁部２と共に、この環状段差部４ａには、図１１に示
すように、緊締具付きの締め付けバンドＢが巻回され、これによってカバー本体１が送電
鉄塔の継手フランジ部Ｆの上面から上部鋼管Ｐ２にかけて固定されるものとしている。
【００４０】
　このカバー本体１は、図１乃至図７に示すように、例えば、８等分となるよう縦割り状
に分割することで、共に外形状が同一となった、８個の分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１
ｈ）によって構成されている。
【００４１】
　この分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１ｈ）は、上部鋼管Ｐ２に当接する円弧板状の起立
上縁部２ａと、起立上縁部２ａから下方に向けて略扇形状に拡がった円弧傾斜面部３ａと
、円弧傾斜面部３ａの下端から内側に向けて折曲され、継手フランジ部Ｆの上面に載せら
れる略台形状の水平下縁部４ｂと、から構成されている。
【００４２】
　そして、図１１に示すように、送電鉄塔の継手フランジ部Ｆ上面を含む上部鋼管Ｐ２の
周囲に、各分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１ｈ）を順次隣接配置させていくことで、カバ
ー本体１が組み付けられるのである。
【００４３】
　このとき、各分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１ｈ）それぞれの起立上縁部２ａ同士が隣
接配置されることで、短尺筒状の上縁部２が形成される。また、各分割カバー片（１ａ，
１ｂ，～１ｈ）それぞれの円弧傾斜面部３ａ同士が隣接配置されることで、略円錐台形状
（傾斜状）の着雪防止面部３が形成される。さらに、各分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１
ｈ）それぞれの水平下縁部４ｂ同士が隣接配置されることで、略ドーナッツ状の下縁部４
が形成される。
【００４４】
　また、図１、図５、図６、図７、図９、図１０に示すように、各分割カバー片（１ａ，
１ｂ，～１ｈ）の一側端には、段部５ａを介してその表面を内側に窪ませることで、当該
分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１ｈ）自体の厚みよりも約半分程度に肉薄となった、重ね
合わせ用の段差面部５が形成されている。
【００４５】
　そして、分割カバー片１ａの段差面部５に、隣接する分割カバー片１ｂの段差面部５側
でない他側端が、任意のスライド位置で重なるようにしている。
【００４６】
　尚、図２および図５に示すように、隣接する分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１ｈ）の段
差面部５側でない他側端の起立上縁部２ａの裏面は、端から約３分の１までにわたって肉
薄の横長となった挿入面部９が形成されており、分割カバー片１ａの段差面部５側の起立
上縁部２ａがこの挿入面部９に挿入して保持されるようにしている。
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【００４７】
　さらに、図２乃至図５に示すように、各分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１ｈ）には、円
弧傾斜面部３ａの裏面から水平下縁部４ｂ上面にかけて左右一対の補強用枠板６が設けら
れ、これら補強用枠板６の相対向する内壁面同士は、水平連結板７によって連結されてい
る
【００４８】
　この補強用枠板６によって、各分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１ｈ）は、上部鋼管Ｐ２
の周面にしっかりと支持されるようにしている。
【００４９】
　尚、図中、符号８は、不図示の仮止用の紐材を通すための孔である。
【００５０】
　また、上記構成による各分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１ｈ）の上縁部２（起立上縁部
２ａ）側を、可撓性のある材質によって形成することで、継手フランジ部Ｆに対して上部
鋼管Ｐ２が傾斜している場合であっても、これに容易に対応できるようにしている。
【００５１】
　これらカバー本体１を構成する各分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１ｈ）は、耐候性・軽
量性に加えて、優れた機械的特性のあるポリカＡＢＳ（ポリカ・アクリロニトリル・ブタ
ジエン・スチレン樹脂）、または、ポリカーボネート（ＰＣ）のいずれかによるプラスチ
ック製の樹脂素材を使用しており、射出成形・押出成形・ブロー成形等の加工によって上
記形状の各分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１ｈ）が形成されている。
【００５２】
　カバー本体１を構成する各分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１ｈ）における着雪防止面部
３と段差面部５の表面には、水滴の接触角θが１６０°という撥水性の優れた超撥水性布
Ｑが貼り付けられ、各分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１ｈ）の表面に対して、難着雪性能
を付与している。
【００５３】
　以下に、水滴の接触角θについて説明する。例えば、図１２に示すように、所定の撥水
性材料の上に水滴を置くと、水滴の表面は曲面になり、その端においては、撥水性材料の
表面と液体の表面が一定の角度を形成する。この角度を、液体の内側で測ったものを接触
角θという。
【００５４】
　超撥水性布Ｑは、この接触角θが１６０°の鈍角にするもので、カバー本体１に対して
、顕著な難着雪性能を付与するものである。
【００５５】
　尚、この超撥水性布Ｑの替わりに、接触角θが１４０°の撥水性塗料（ＨＩＲＥＣ）を
塗布するか、或いは、接触角θが１００°のフッ素樹脂テープを貼着しても良い。
【００５６】
　次に、以上のように構成された送電鉄塔フランジ部の着雪防止カバーについて、組立・
使用の一例について説明する。
【００５７】
　まず、送電鉄塔に作業員が昇り、継手フランジ部Ｆの上面から上部鋼管Ｐ２にかけて、
カバー本体１を構成する各分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１ｈ）を順次配設する。
【００５８】
　具体的には、各分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１ｈ）の各孔８に、不図示の仮止用の紐
材の一端を通して縛着し、他端を上部鋼管Ｐ２周面に固定させておく。
【００５９】
　次に、図８（ａ）・（ｂ）および図９に示すように、最初に分割カバー片１ａの水平下
縁部４ｂを継手フランジ部Ｆ上に載せて、上部鋼管Ｐ２に起立上縁部２ａを当接させる。
このとき、円弧傾斜面部３ａは、起立上縁部２ａから下方に向けて、傾斜角度６０°に傾
斜状に拡がった状態で配される。
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【００６０】
　次いで、図１０に示すように、この分割カバー片１ａ外面の段差面部５に、隣接する分
割カバー片１ｂの段差面部５側でない他側端を、上側から重なるようにして配置する。
【００６１】
　これと同時に、分割カバー片１ａの起立上縁部２ａが、隣接する分割カバー片（１ａ，
１ｂ，～１ｈ）の起立上縁部２ａ裏側の挿入面部９に挿入される。
【００６２】
　このとき、前記分割カバー片１ａの場合と同様に、隣接する分割カバー片（１ｂ～１ｈ
）の水平下縁部４ｂは継手フランジ部Ｆ上に載せられ、上部鋼管Ｐ２に起立上縁部２ａが
当接される。こうして、各分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１ｈ）それぞれの起立上縁部２
ａ同士が隣接配置されて上縁部２が形成され、また、各分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１
ｈ）それぞれの円弧傾斜面部３ａ同士が隣接配置されて着雪防止面部３が形成され、さら
に、各分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１ｈ）それぞれの水平下縁部４ｂ同士が隣接配置さ
れて下縁部４が形成される。
【００６３】
　また、上部鋼管Ｐ２や継手フランジ部Ｆの各径が大きい場合では、一方の分割カバー片
１ａの段差面部５に、隣接する他方の各分割カバー片（１ｂ～１ｈ）の他側端を重ねた際
に、当該隣接する分割カバー片（１ｂ～１ｈ）の他側端を分割カバー片１ａの段差面部５
上で外側へ向けて拡開方向にスライドさせることで、これら上部鋼管Ｐ２および継手フラ
ンジ部Ｆの各径に対応させるのである。
【００６４】
　そして、図１１に示すように、全ての分割カバー片（１ａ，１ｂ，～１ｈ）を隣接配置
させた後に、各上縁部２に、緊締具付きの締め付けバンドＢが巻回され、同時に、下縁部
４の環状段差部４ａにも、緊締具付きの締め付けバンドＢが巻回される。
【００６５】
　而して、これら締め付けバンドＢを自体の緊締具で締め付けることで、カバー本体１が
送電鉄塔の継手フランジ部Ｆの上面から上部鋼管Ｐ２にかけて固定される。
【００６６】
　そして、降雪時には、カバー本体１の着雪防止面部３の表面に超撥水性布Ｑが貼り付け
られていることで難着雪性能が付与され、しかも、着雪防止面部３の傾斜角度を６０°に
設定してあることから、着雪防止面部３表面への積雪が防止される。
【００６７】
　尚、本発明は、前記実施の形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる
範囲での改良変形等は、全て本発明に包含されるものである。
【産業上の利用可能性】
【００６８】
　本発明に係る鋼管構造物におけるフランジ部の着雪防止カバーは、例えば、架空送電線
の鉄塔の継手フランジ部に設置される他に、橋梁やタワー等の種々の支柱におけるフラン
ジ部に設置する等、幅広い分野にわたって応用することができる。
【符号の説明】
【００６９】
Ｐ１…下部鋼管
Ｐ２…上部鋼管
　Ｆ…継手フランジ部
　Ｖ…ボルト
　Ｎ…ナット
　Ｂ…締め付けバンド
　Ｑ…超撥水性布
 
１ａ～１ｈ…分割カバー片
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　１…カバー本体
　２…上縁部
２ａ…起立上縁部
　３…着雪防止面部
３ａ…円弧傾斜面部
　４…下縁部
４ａ…環状段差部
４ｂ…水平下縁部
　５…段差面部
５ａ…段部
　６…補強用枠板
　７…水平連結板
　８…孔
　９…挿入面部
 

【図１】 【図２】
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